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年度昭和 54 [終了予定] 年度-　 　

私道沿道住民及び私道所有者

〔法令等名〕

64

61,110

　決算額　　(単位：千円) 63,328

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

排水管整備延長

常時、一般の通行のために使用され、公道と同等又はこれを補完する機能を有する私道について、沿道関係者が舗装や排
水施設等の整備・改善を行う場合、区が経費の一部を補助するほか、当該工事を受託して行うことにより、区民の生活環境
の向上を図る。

　

事業区分

その他サービス

平成２７年度　事務事業評価シート

私道整備の助成に関する規則根拠法令等

事業対象

事務事業名 私道舗装助成

条例・規則

所
管

都市づくり部

土木課

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

2

なし

沿道関係者からの申請に基づき、助成の対象となる私道の舗装・排水施設整備等に係る工事を区が受託し、設計・施工（請
負工事発注）を行う。
　【補助率】　舗装：１０／１０　　　排水施設整備：９／１０以内（地元負担金：対象工事費の10％以上）

補助金の有無
委託内容

２６年度

なし

件助成件数

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
8

20,315

12,356

㎡
成果指標

私道整備面積

12,463　人にかかるコスト（人件費など）

3

31,033

なし

4,449

500

83

201

32,641

12,327

4,821

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 13,343

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

私道は公道を補完する重要な役割を担っており、区民や利用者が安全快適に通行できるよう舗
装や排水施設を良好な状態にするための本助成制度による整備は必要であり、今後も事業を
維持していく必要がある。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

私道整備を行うことにより、沿道住民や当該私道を利用する歩行者の利便性が向上するため、区が一部費用
の助成を行うことで整備が促進される。

維持

評
価
結
果

申請の多少により、成果指標の達成度は左右されるが、申請があったものについては適切に対応し、整備を
進めている。

3 区が工事経費の一部補助又は受託して私道整備を行うことにより、沿道住民や通行者の安全確保、地域の生
活環境が向上されており、手段はおおむね適切である。

現場条件に合わせた適切な施工方法を選択し、設計積算を行っている。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 1

20,250

75,792

財源項目

(単位：千円)

必要性

1,608

0 0

68,721

73,542

58,000

効率性

61,185

63,263

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）

4

76

261150 337ｍ

1,260

6

896

66


